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★再度、飼養衛生管理の確認と徹底をお願いします！

1例目（三豊市）の発生例では、鶏舎の隙間（集卵ベルト部分）や
鶏舎に入る際の長靴の交換がなかったこと、等が指摘されています。

高病原性鳥インフルエンザ疑似患畜確認！
香川県（国内３１例目）

【概要】
○３１例目

所在地： 香川県 三豊市
飼養状況： 肉用鶏（約２．６万羽）
経緯： 12月22日、死亡鶏増加の通報を受け、農場へ立入。簡易検査で陽性。

23日、遺伝子検査でH5亜型を確認。

死亡鶏羽数の報告をお願いします！

東部家畜保健衛生所 Tel.0475-52-4101  
※夜間・休日は転送されますので、必ず５回以上コールしてください

疑わしい症状があれば速やかに連絡を！

★野鳥 確定検査陽性件数：８道県２０事例、１県１事例検査中
北海道、新潟県、和歌山県、岡山県、鳥取県、香川県、宮崎県、鹿児島県

⑳鹿児島県出水市 死亡野鳥からH5N8亜型検出

緊急消毒について（補足）

●報告方法（メール）
携帯で撮影③→①②を本文に記入→東部家保のメールアドレスに送付

＜toubukaho@mz.pref.chiba.lg.jp＞
携帯の「QRコード」で撮影すると
東部家保のメールアドレスに入れます。

５ 消毒の確認
消毒実施日から1週間以内に実施状況を家畜保健衛生所に報告
●報告内容
①農場名・管理者名
②実施日
③消毒状況が把握できる写真（鶏舎周囲、農場外縁等） 1枚

★これは 1 （イチ） ではなく
l （エル）です！

★容量が大きくて送れない場合は
画像を圧縮(2MB以内)してください

～衛生だより第38号（12/18付）について補足します～



≪消石灰の散布方法≫

・ 下図のように、鶏舎周囲と農場外縁部は、１ｍ以上の幅で地面が白く
覆われるように散布する。
・ 特に敷地出入口、鶏舎出入口は厚めに散布する。
・ 散布の目安は１ｍ幅の場合、１袋で約３０ｍ。
・ 散布後、ホウキ等で均一に広げる。
・ 消石灰は強アルカリ性のため、マスク・手袋を着用して散布する。
・ 繰り返し雨や水に濡れてしまうと、消毒効果がなくなるため、定期的に
散布する。
・ 併せて、飼養衛生管理基準の徹底を行う。
農場周辺の草刈り、農場内外の整理整頓←ネズミ等の小動物の隠れ場

所を無くしましょう！！
畜舎の隙間、防鳥ネットの穴等の確認・修繕
殺鼠剤及び殺虫剤の散布によるネズミ、昆虫等の駆除を行う。

消石灰散布（農場外縁部）幅1ｍ

消石灰散布（鶏舎周囲）幅1ｍ

消石灰散布（堆肥舎等周囲）幅1ｍ

鶏舎

堆肥舎等

出入口
厚めに散布

・農場に出入りする人、物、車の消毒

・家きん舎周囲、農場外縁部に消石灰散布

・衛生管理区域専用の衣服及び靴の設置並びに使用

・家きん舎ごとの専用の靴の設置及び使用。手指消毒

・家きん舎の壁、天井、集卵ベルト、除糞ベルト等の破損・隙間の修繕

・防鳥ネット（網目2cm以下）、金網、ロールカーテン等の修繕

・ネズミ及び害虫の駆除 ・毎日の健康観察、早期発見・早期通報

飼養衛生管理の再確認・再徹底を！！！


